
令和8年度予算案の検討状況（主要事項）
資料４

NO. 区分

1 継続

2 新規

3 新規

4 一部新規

主要事項 概要案(参考)R7予算額(12月補正時点)

所管課

Ⅰ　教育環境・施設整備

小中学校体育館照明LED化事業

　一般用の高圧水銀ランプの製造が原則禁止されたことを受け、学校体育館の照明器具を順次
LED化に更新する。令和5年度に全中学校体育館のLED化を実施済で、令和6年度から小学校に着
工（令和6年久美浜小、高龍小、かぶと山小、令和7年度弥栄小実施済）、令和8年度は網野町内
4小学校で実施する。
　●工事内容　　小学校体育館照明のLED化工事
　●実施校　　　網野北小、網野南小、島津小、橘小

21,700千円

教育総務課

Ⅱ　学校給食

学校給食材料費支援補助金（小学校無償
化、中学校200円給食）

　様々な物価高騰に直面している保護者の経済的負担を軽減するため、小学校の給食費を「無
償化」するとともに、中学校の給食費の保護者負担を1食200円に統一して差額を補助金として
交付。子どもたちの給食の質、量を低下させることなく、引き続き地元食材の活用に努め、食
育を推進する。
　●支援内容　 【小学校】1食320円の保護者負担の全額を支援（無償化）【新規】
　　　　　　 　【中学校】1食360円のうち保護者負担を200円に統一し差額を支援

67,208千円

学校教育課

小中学校校舎照明LED化

　蛍光灯の製造終了に備えて、照明器具をLED化するもの。実施にあたっては、LED照明器具を
リース契約により調達するもので、調達に向けて令和9年度以降のリース契約に係る費用の債務
負担行為を設定するもの。
　●工事内容　　小学校校舎照明のLED化工事
　●実施校　　　小学校14校　中学校6校　（全校）
　※R9～R18（10年間）の長期継続契約のリース料

0千円

教育総務課

小中学校体育館空調整備（スポットクー
ラー設置に係る電源工事）
中学校体育館空調整備（工事設計）

　小中学校に避難所用可搬式スポットクーラーを設置する。合わせて、中学校体育館空調化に
向けて基本設計を行う。
　●工事内容　　小中学校体育館空調整備
　　　　　　　　（スポットクーラー設置に係る電源工事
　　　　　　　　　スポットクーラーは総務課により購入）
　●実施校　　　小学校14校　中学校6校　（全校）
　●基本設計　　峰山中学校（実施設計R9、工事R10）

0千円

教育総務課
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令和8年度予算案の検討状況（主要事項）
資料４

NO. 区分

主要事項 概要案(参考)R7予算額(12月補正時点)

所管課

5 継続

6 継続

7 継続

8 継続

9 継続

「探究コーディネーター」の配置

　「丹後学」等における地域資源を活かした探究的学習を、小中高及び地域、企業との連携を
図りながら、一貫性、連続性あるものに充実させるため、探究コーディネーターを配置。探究
的な学びに協力いただける地域・企業の人材バンクの整備及び拡充や、学校と地域・企業との
つなぎ役を担う。
　●配置内容　　探究コーディネーター1人を配置
　●配置場所　　教育委員会事務局

3,165千円

学校教育課

～どこまでも広がる みらいのまちを創造
する～「Kyotango Sea Labo」

　中学3年生及び高校2年生を対象に、丹後学、デザイン思考、STEAM教育の要素を融合させた
ワークショップを8月に実施。外部機関と連携し課題解決のための新しい発想方法「デザイン思
考」を学び、このまちの未来をデザインする次世代リーダーを育成する。
　●事業内容　　丹後学、デザイン思考、STEAM教育を融合させたワークショップ
　●対 象 者　　市内在住中学3年生及び高校2年生の希望者　24人

4,842千円

学校教育課

学びの変革推進事業補助金

　子どもの主体性が育まれる教育を実現するため、既存の学校配当予算（管理的経費）では対
応できない、トライ＆エラーも前提に機動的に対応していくための、各校独自の教育活動に対
して補助を行うもの。
　●対 　 象　　市内小中学校（R7実績：14校、17事業）

3,044千円

学校教育課

AI英語発話支援サービス「ELSA School」
の導入及び活用

 AI英語発話支援サービス「ELSA School」を導入し、発音やスピーキング等英語力の向上を図
る。
　※令和7年度からは市内全小学校5、6年生にも対象を拡大
　●事業内容　　英語力向上アプリ「ELSA School」の端末への導入及び活用
　●対 象 者　　市内中学校全学年生徒 ・市内小学校全5、6年児童

21,020千円

学校教育課

Ⅲ　新たな教育・人材育成（グローバル人材育成事業など）

プログラミング教育推進事業

○遠隔教育
　高度な専門性を有した外部の専門人材による授業（「プログラミングによる問題解決」等）
を遠隔地からオンラインで実施することにより、生徒の学びを深める。
　●実 施 校　　弥栄中学校及び丹後中学校（3年生）年間18時間
○プログラミング教材の導入
　令和7年度から大学入学共通テストから出題科目となった「情報Ⅰ」で求められる力を育成す
るため、また教員の働き方改革のため、プログラミング教材を導入する。
　●対 象 者　  全中学校1～3年生

2,050千円

学校教育課
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令和8年度予算案の検討状況（主要事項）
資料４

NO. 区分

主要事項 概要案(参考)R7予算額(12月補正時点)

所管課

10 継続

11 新規

12 拡充

13 継続

Ⅲ　新たな教育・人材育成（グローバル人材育成事業など）

スクールサポーター等学校支援体制の整備

　市費によるスクールサポーターを学校に配置し、児童生徒への適切な支援と学校の運営体制
を支援する。
　●内　　容　　小学校複式学級サポート講師
　　　　　　　　小・中学校介護サポーター
　　　　　　　　中学校部活動支援員
　　　　　　　　中学校事務補助
　　　　　　　　小中一貫教育学園コーディネーター（各中学校）

131,711千円

学校教育課

Ⅳ　教職員の働き方改革

中学校テスト採点支援システムの導入

　長時間に及ぶテストの採点時間の削減と効率化を目指すため、採点補助システムを、より効
果が発揮される生徒数の多い中学3校で導入する。
　●内    容　　中学校でのテスト採点補助システムの導入
　●導 入 校　　峰山中、大宮中、網野中、（拡充）久美浜中
　※効果が発揮される、1学年2.3クラス以上の学校で使用
　※採点作業時間が半減するとともに採点の正確性などの効果を確認

330千円

学校教育課

中学生海外派遣事業

　中学2年生がオーストラリアでの9日間のホームステイや現地の学校活動、交流体験を通じ
て、英語でのコミュニケーション能力に自信をつける。
　●事業内容　　オーストラリアでの9日間のホームステイや学校活動等の体験
　●対 象 者　　市内中学2年生の希望者　20人
  ●補 助 率　　3/4（ただし、要保護準要保護世帯は7/8へ負担軽減。※拡充）

12,122千円

学校教育課

京丹後・エジプト国際交流事業

　万博での学びの深化やエジプトとのオンライン交流などにより、文化理解及び英語による対
話を実践する。
　●事業内容　　出前講座による万博での学びの深化、エジプトとのオンライン交流等
　●対 象 者　　市内小中学校

0千円

学校教育課
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令和8年度予算案の検討状況（主要事項）
資料４

NO. 区分

主要事項 概要案(参考)R7予算額(12月補正時点)

所管課

14 継続

15 継続

16 継続

17 新規

Ⅳ　教職員の働き方改革

中学校「校内教育支援センター（校内フ
リースクール）」支援事業

　教室に入りにくい生徒の居場所を学校内に設置し、個々に応じたきめ細かな支援策を講じ、
将来の社会的自立に向けた支援を充実させる。
　●内　　容　　各中学校に1人、計6人の相談員を配置
　　　　　　　　※「校内教育支援センター」の設置継続
　●配 置 校　　市内6中学校

22,477千円

学校教育課

仮想空間（メタバース）上の教育支援セン
ターの新設

　自宅から外出しにくい生徒の居場所を仮想空間（メタバース）上に設置し、個々に応じたき
め細かな支援策を講じ、将来の社会的自立に向けた支援を充実させる。
　●内　　容　　仮想空間（メタバース）に構築された教室を活用し、アバター
　　　　　　　　（分身）を通じて授業参加や交流を行う新しい学習支援
　●定　　員　　10名

0千円

学校教育課

192千円

学校教育課

Ⅴ　不登校・いじめへの対応

教育支援センター「麦わら」支援機能の継
続

　学校に足が向きにくい児童生徒が増加傾向にある中、教育支援センター「麦わら」の支援機
能を高めていく。
　●内　　容　　登校しにくい児童生徒のアセスメントを重点的に実施し、より精度
　　　　　　　　の高い支援を行う。

14,997千円

学校教育課

中学校部活動の地域展開検討
　国から示される「中学校部活動の段階的な地域展開」等について、学校やスポーツ団体、文
化団体、保護者等の関係者により、本市の実態に即した在り方等について検討を行う。
　●内　　容　「地域部活動検討会議」による本市部活動地域移行のあり方検討
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令和8年度予算案の検討状況（主要事項）
資料４

NO. 区分

主要事項 概要案(参考)R7予算額(12月補正時点)

所管課

18 新規

19 継続

20 継続

21 継続

Ⅴ　不登校・いじめへの対応

学校教育課

Ⅶ　その他

学びの多様化学校の開設に向けた検討

　不登校の状態にある児童生徒を対象とした「学びの多様化学校」の開設を検討する上で先進
地への視察研修を行う。
　●内　　容　　視察先：玖珠町立くす若草小中学校
　●視 察 員　　2名

0千円

学校教育課

1人1台端末匿名相談アプリの導入

　令和6年9月より導入の1人1台匿名相談アプリ「STANDBY」を令和8年度においても継続実施す
る。専門のカウンセリング機関に平日の時間外を業務委託することで、丁寧かつタイムリーな
対応を行う。
　●内　　容　　匿名相談アプリ「STANDBY」による対応
　　　　　　　　相談対応　平日16:00～21:00（外部委託17:00～21:00）
　●対 象 者　　市内小中学校の児童生徒

6,617千円

学校教育課

定住促進奨学金返還支援補助金

　本市に定住し就業（勤務地は本市から通勤圏）する若者の奨学金返済を支援（最大で10年間
合計360万円）し、若者の地元への移住定住を促進する。令和3、4、5、6、7年度の認定者に対
し補助金を交付する。
　●認定者　　　295人（令和3年度から7年度の認定者）
　●支援内容　　奨学金返済額相当額（上限：月額3万円、年額36万円）
　　　　　　　　補助対象期間：最大10年間

59,331千円

教育総務課

Ⅵ　子育て支援

小中学校就学援助費の支援拡充
　従来より平成24年度末の生活保護基準額に1.3倍を掛けた額を認定基準額としてきたが、令和
7年度の新入学学用品費入学前支給申請（令和7月2月支給分）分からは生活保護基準の1.5倍に
認定基準を緩和し、支援拡充を図っている。

48,479千円
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令和8年度予算案の検討状況（主要事項）
資料４

NO. 区分

主要事項 概要案(参考)R7予算額(12月補正時点)

所管課

22 継続

23 継続

24 継続

25 継続

26 拡充

Ⅶ　その他

夏季の熱中症対策に係るスクールバス運行
の実施

　スクールバスによる通学圏は、居住地区の公民館等から小学校までの距離が原則3.0km以上と
なっているが、近年の気候変動により、徒歩通学の児童が熱中症になるリスクが高まっいるこ
とから、特に熱中症リスクが高まる期間（7月～9月頃を想定）において、居住地区の公民館等
から小学校までの距離が原則2.0km以上3.0km未満の地区について、下校時のみをスクールバス
の通学圏とするもの。
　●対 象 校　  峰山小、しんざん小、大宮南小、丹後小、弥栄小、久美浜小、
　　　　　　　　高龍小、かぶと山小

1,801千円

学校教育課

小学校プール授業の民間委託（対象校：網
野北小学校）

　網野北小学校のプールは、ろ過ポンプの老朽化によってポンプの更新を行わないとプールが
使用できない状況にあるため、令和6年度に引き続き、プール授業を民間業者へ委託するもの。
　●内　　容　　専門のインストラクターから質の高い水泳指導を受け、泳力の向上
　　　　　　　　を図る。（1学年あたり 2時間×3回　※2学年ずつ同時実施）
　●対 象 校　　網野北小学校

510千円

学校教育課

大学等受験料支援補助金
　経済的に困窮している世帯の子どもの学習機会を確保することを目的に、大学や専門学校等
の受験料を支援する。
　●支援内容　　受験料相当額（上限5万3千円）

1,325千円

教育総務課

文化芸術推進事業

　令和4年度に策定した市文化芸術振興計画に基づき、文化芸術のまちづくりを推進するための
取組を展開する。
　●主な取組　　文化芸術振興審議会の開催
　　　　　　　　文化芸術のまちづくり推進会議の運営
　　　　　　　　京丹後アートフェスティバルの開催（第２ステージ）
　　　　　　　　マネージメントや情報発信等を行う専門人材の配置
　　　　　　　　京丹後市文化協会、京都府丹後文化事業団への支援　など

2,720千円

生涯学習課

京丹後市民大学の開催

　旧高齢者大学を拡充し、18歳以上の全世代を対象に社会教育や生涯学習を推進する講座を提
供する。
　●主な取組　　合同講座：３講座
　　　　　　　　各キャンパス講座：４２講座
　　　　　　　　※豊岡市の芸術文化観光専門職大学とコラボした文化芸術講座や
　　　　　　　　　市民課と連携した高齢者安全運転講座などを企画

3,519千円

生涯学習課
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令和8年度予算案の検討状況（主要事項）
資料４

NO. 区分

主要事項 概要案(参考)R7予算額(12月補正時点)

所管課

27 継続

28 新規

29 新規

30 継続

Ⅶ　その他

指定文化財等管理事業

　市内に所在する貴重な文化財を後世に残すために、所有者に対し修理や保全に係る補助金を
交付するとともに、市所有の重要文化財等の保存処理及び修繕を実施する。
　●主な事業　　指定文化財等補助事業
　　　　　　　　丹後震災記念館耐震化・利活用事業
　　　　　　　　丹後震災記念館防水シート・雨樋補修工事請負費　など

18,195千円

文化財保存活用課

（仮称）網野銚子山古墳フェス

　令和7年4月に史跡整備を完了した網野銚子山古墳について、より一層の活用を目指すため
に、地元市民への周知・交流を図り、賑わいを創出するフェスを開催するもの。
　●イベント概要　古墳に関するトークショー等ステージイベント、自治体ブースによる古墳
自慢、地元業者等による物販・キッチンカーの出店、ドローンによる古墳見学などを実施

1,084千円

文化財保存活用課

峰山途中ケ丘公園東側駐車場整備事業

　峰山途中ケ丘公園（はごろも陸上競技場）の東側駐車場について、大型バスの駐車及び国道
312号からの進入が可能となるよう拡張整備工事を行う。
　●工事内容　東側駐車場整備工事
　

170,890千円

生涯学習課
スポーツ推進室

ワールドマスターズゲームズ関西推進事業
（アジア選手権大会開催補助金）

　2027年開催のＷＭＧに向け、テストイベントとして、ＡＣＣ（アジアカヌー連盟）が主催す
るアジア最高峰のカヌー競技大会を開催する。海外からの参加者の獲得、カヌーの聖地として
のブランディング、競技・大会運営能力の向上を図るとともに本大会を迎えるための実践的な
取組みとする。
　●開催期間：R8年8月6日(木)～8日(土)
　●競技種目：➀ドラゴンボート(500ｍ)②ＳＵＰ③カヌーマラソン

0千円

生涯学習課
スポーツ推進室

7 


